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広告内容については本会が保証するものではありません 

 

 

 

 

 

本会では、地域の福祉課題を住民が主体とな

って解決する取り組みや、住民が安心して暮ら

すための福祉活動を行う住民によって自主的に

運営されている団体に対し、活動費を助成し、

つながりと支え合いのある地域づくりの支援を

しています。 

この助成は、市民の皆様からお預かりした会

費や歳末たすけあい募金を財源としています。 

対象団体の条件や対象経費、助成金額等の詳

細はお問い合わせください。年度途中での申請

は令和 5年 2月末までです。まずは地域福祉

コーディネーターへご相談ください。 

                令和４年度 助成決定団体（令和４年 12 月１日現在）  

              １２団体 ３９８,７５０円 

団体名 主な活動内容 

花悠楽 都営村山団地 1112 号棟による花作りを通した交流活動 

お茶会しましょ♪実行委員会 障害児・者と市民の交流会（演奏会や合唱等の実施） 

きらくクラブ 小物づくりを通した地域とのつながり活動 

絆会 大南地区のひとり暮らし高齢者への家庭訪問活動 

三ツ藤歌の会 三ツ藤自治会地区を対象に歌や体操等による交流 

うたごえサロン学園 学園自治会地区を対象に歌、脳トレ、絵手紙配布活動 

おたっしゃサロン学園 学園自治会地区を対象に高齢者へのお誕生日月訪問活動 

中原いきいきクラブ 中原自治会地区を対象に「介護を考える健康教室」 

向山クラブ 向山地区を対象に高齢者の茶話会等の活動 

むさしむらやま地域家族会陽だまり ひきこもり家族が安心して語り合える定例会及び学習会 

多胎サークル happy twins 多胎家庭の交流及び情報交換の場 

にじいろひろば 母親同士の交流やワークショップ・親子向け行事 

 

▲令和 4 年 5 月オープン【にじいろひろば】 

「多胎マタニティマークの作成」 

武蔵村山市在住のかたの多胎妊娠が

わかり母子手帳を受け取る際に、【多胎

サークル happy twins】さんからのプ

レゼントとして、市母子保健係から受け

取ることができます 。 

【きらくクラブ】さんの手作りバッグ

を「放課後等デイサービス妖精の杜」

の利用者 30 名様へ贈りました。         

した。 

本会では、緊急的に生活にお困りの世帯に食

料支援をする「フードバンク事業」（本会独自

事業）を実施しています。近年ではコロナ禍で

収入が安定しないかたが急増し、食料支援を必

要とするかたが大幅に増えています。 

一方で、相談機関につながっていない世帯

への支援についても課題を感じており、新た

につながる方法として令和 2年度末から先着

順で配布する「フードパントリー」も始めま

した。食料や日用品等の当面の支援とともに、

地域福祉コーディネーターが支援の必要なか

たの相談を受けることにより、食料支援のみ

にとどまらない多様な支援につながる機会が

増えています。 

また、本会とともに、フードドライブをし

てくださる一般家庭の方々や企業、団体など

も増えています。集まった食料は、ボランテ

ィアの方々と賞味期限や種類ごとに仕分けや

箱詰め作業をし、生活にお困りの世帯へ配布

しています。また、こども食堂等福祉活動団

体や施設へも提供し、こども食堂とは共催事

業を実施し、地域のあらゆるかたが支援の

「わ」につながり、広がりを感じています。 

【令和 4 年度上半期の寄附の受付】 

個人のかたから：76 件 

企業・団体から：28 件 

フードパントリーでは市内農家有志及びふ

れあい農園有志の方々にご協力いただき、

たくさんの新鮮野菜も提供できました。 

令和４年度から、フード

バンク事業の食料仕分

け等にボランティアの

かたにもお手伝をいい

ただいています。 

【令和 4 年度上半期の支援実績】 

97 世帯の生活にお困りの世帯に

食料及び日用品をお渡ししました。 

▲ 配布食料の例 

【令和 4 年度上半期の福祉活動団体

への支援】 44 件 

※写真は令和 4 年 10 月オープンの

こども食堂「中原ぶどうハウス」 

 

フードパントリー利用者の皆様

からの感謝のメッセージ 

 


